
6 高津のムラ境を祀る民俗 ―辻切 り・ 庚申塔・ 馬頭観音・ 咳神様
蕨 由美

1 1よ じめに

平成 15年秋.11津は
~山
の七年祭の最中にあった。11月 211:山へ渡御した高津

比畔神社の神興は、ツII高津のムラウチを限なく巡る。「花流し」の祭礼である。

花流しで神興の波御する範囲は、原則的にツジ (辻)と言われる地点、すなわち「辻

切り」の行われる地点内で.かつて‖1高津村の集落はこのツジの範囲にあった。ただし
昨今のように氏 ,4の家がその外に転居したなどはこのツジを越すこともあり、またこれ

らのツジのほか.ItⅢ IXな ども神興の折返しのポイントとなっている。このように高γlt

の「ムラ内」は時代とともに変わりなからも、花流しの神興の渡御によってしっかりと

認識されてきたといえる.

もちろんこのムラ内の外には、1日高津村

の村域としてとして田畑や山林などの「内

野」「内山」が広がっていた。今はその多

くが自衛隊演習地や住宅地、団地へと変貌

したが、かつてはムラの生産と生活を支え

る重要な場所でもあった。

これらの旧高 1ヽ村の村域とムラ内の姿、

そしてそのムラ境を祀る民俗を、行事や祭

祀.石造物などの調査を通して明らかにし
てみたい。 (写真1)辻切り

`て
折り返す神興

2 高津の「辻切り」
外からの邪悪な霊や疫病や災害の侵入を阻止しムラ内の平和な生活を守るため、ムラ

の境ではきまざまな呪術を行ってきた。高津ではムラの境をする民俗行事として、毎

年 1月 2511に 8カ所の地点で辻切りが行われている。筆者は毎月晦日に高津比嘩神

社のオコモリ (お籠り)に集う念仏講のご婦人方からその場所や方法などをお聞きし、
2004年 1月 2511と その後日に調査した。(P40図 1・ P48表 1参照()
八千代市内では、高津のほか、小池・島田台・島田・桑納・ ド高野・上高野・下市場・

勝田などでも行われているが、その形態は、注連縄に柊・ヤツデ・大蒜・抹香などをつ

るす勧請縄のタイプと、蛇をかたどったタイプ、経文を書いた板や塞神のお札を竹など

に挟んでたてるタイプなどきまざまである。そのうち、勧請縄 (注連縄)の形態は自動
車が普及するまでは.「辻を切る」ように道を横断して設置されていたが、現在は片方

の道端に丸めて置いたり.立ち木や電信柱などに輪にした縄と呪物をくくりつけたりし
てある。

高津の「ムラ内」は、「中村」「南」「西」「新田」の 4つのニワ (庭)に分かれて、地

域活動の分担や祭祀の当番を行っている。辻切りもこのニワごとに行われていて、今こ

の行事を継承しているのは辻切りの場所に近い旧家のご婦人方である。

中村・南・西の各2ケ所ずつでは、環状の勧請縄タイプの辻切りを行っているが、業
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に挟む呪物の中には、ヤツデ・柊・ 大蒜・ トウガ

ラシなどは鬼 (悪霊)が嫌うもののほか、「蛇の日」
といって墨で二重円を書いた半紙に線香などを包ん

だもののように、元は敵を威嚇する蛇形の辻切りで

はなかったかと想像させるものも入っている。この

6ケ所の辻切りを担当する婦人たちは、藁などの材

料の大手を助け合つたりして、音ながらの辻切りの

伝統を守っていこうと努力されていた。(写真 2)

一方、新田のニワの北田では、先代からの方法で

「咳神様」を祀る家の1:根の下のほうにお札・ヤツデ・

お米・胡椒の粒を小さなポリ袋に入れて結びとめて

いるだけである。(1)さ らの永森では高津比畔神
社のお札をその家の垣根の支柱に貼るのみであっ

た。(2)こ のように新田のニワでは、お礼の呪カ

ョ r ■■口,′

により厄を払うという簡略化された辻切りとなつている。

これらの辻切りの地点は、家々の並びが途切れて道が田畑に差し掛かる地点か、ニワ

単位でその居住地を通る道の出入り口であつた。そして辻切りの外側には、ソウマント

(馬捨て場)、 ラントウバ (両墓制の埋墓)があり、外敵ではなくても浄化されない霊は、
その外に留め置かれている。(南のニワの北端のラントウバの場合は、観音堂が、鎮霊

の役わりを負つているのであろう。)

なお高津の辻切りが行われる毎年 1月 25日は、立春を新年とした暦で前年の邪気を

全て祓うための追儀の行事の盛んな時期で、また他の地域も高津と同様におおむね 1

月下旬に行われている。

″

―

(写真2)3の辻切リ

3 馬頭観音塔と庚申塔
各ニワの出入り口を守る辻切りの外には、高津の各イエが耕作するl11畑や持ち山、入

会地の山林が広がっていて、その中を主要な街道に通じる道が通っている。それらの道

の分岐点や隣村との境には石塔などが多く祀られているが、特に検見川道や三山へ行く

道の分岐点や道沿いには、江戸時代の初期からりつぱな庚申塔や馬頭観音塔が建立され、

今も旧家の方々によって香華も手向けられ大切に手入れされている。

中には外部の通行者の道案内を兼ねた道標銘の刻まれたものある。検見川道の南端(辻

切り0の向かい側)にある馬頭観音群 aは、新道開通によりまわりの環境が大きく変化
しているが、今も「右けみ川1 左柏井道」の道標の刻まれた明治 23年銘を含む6基も
の馬頭観音塔 (P35石造物供養塔の部 No 68～ 73)が、その左手に残った検見川道の
旧道の面影とともに、道行く人を見守っている。

一方、検見川道北端の消防本部左脇「庚申様」 bには、明和 8年 (1933)建立の庚
中塔 (P36No■ 00)と延宝 2年 (1674)の 「下総国葛飾郡二宮庄高津村」銘の庚申塔
(P36No 99)が ある。ここは集落から北東の方角、すなわち鬼が出入りする方角とし
て忌み嫌われた鬼門の方向に当たり、特に厳重な祭祀が必要なのか、今も新日のニワ
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のサカシタ家が鳥居を立てて守ってい

る。現在は高津ではなく大和田新田の

地番となっていて、七年祭花流しの神

輿も「辻を切ってはいけない」と必ず

折り返す地点で、隣村との境を意識さ

せる地点のひとつでもある。(写真 3)

また、「南」のニワ南端の辻切り④

のある場所 cに も、「牛魂供養碑」と

刻まれた石塔 (P34No.65)と 2基の

馬頭観音塔 (P34No.64,66)があり、
この道は西へたどるとかつては三山ヘ

と通じていた。(写真 4)

`
● _
●
「
口

一

さらにここから、自衛隊習志野演習場のフェンス沿いに進むと、右側の畑の中に庚

中塚 dがあり、そこには庚中塔 11基 (P35No.87～ 97)と 「サンヤ様」(二十三夜塔
No 98)1基がある。昔は道がこの塚のすぐ下を通っていたが、その間に住宅が建って

石塔群が畑の中に取り残されてしまっている。

また、辻切り⑤の先を三山に向かっていくと、ツウマントe(葬馬処)の先の十字路
Fにも「庚申様」と呼ばれている小さな駒型の石碑 (P35No.86)が ある。

三山道沿いの石塔群は、自衛隊習志野演習場内にもある。ここは戦前戦後を通じて軍

(写真3)庚申塔 bて折り返す神興

用地に接収され、特に近年は立ち入り

が厳重に禁止されているが、八千代市

郷土歴史研究会では平成 10年 6月 と

平成 16年 5月に、この自衛隊習志野

演習場内の通称「馬頭塚」の石造物を

調査した。

馬頭塚 gは 高さ 3mぐ らいの円
形の塚で、塚の上にある華麗な笠

付の享保と寛政年間の庚申塔 2基

(P35No.75.76)と 手水鉢がある。(ち

(写真4)辻切り0と馬頭観音培群     なみに馬頭観音塔はない。)いずれも
江戸時代の石造物として優れた意匠のもので、寛政 4年 (1792)の青面金剛刻像碑の

台座には寄進者銘として旧高津村の主だった家の数十の屋号が、また安政 5年奉納の

菊紋のある手水鉢 (P37社寺宝賽物 No.216)に は江野沢、岩丼、鈴木姓の 10名が金

50匹ずつ出して寄進した旨が刻まれてあった。(写真 5)
この馬頭塚の位置は、高津比畔神社から二山七年祭りの神興がまっすぐ三山へ向かう

道が、辻切り⑤の中村のニワからの道と合わさって、さらに辻切り④からの道が合流す

る重要なポイントであり、またムラの裏鬼門 (南西)にもあたる。高津へのムラの入り
口を守る道祖神として、この馬頭塚の 2基の庚申塔はまきに民俗学的にも貴重な史跡で

あり、文化財としての保存と公開が望まれる.
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と信仰される観音菩薩であるが、江戸時      (写 真5)演習場内の庚申塔
代には生活に密着していた馬の守護仏として各地に建てられようになった。特に明治以

降は馬による運送の発達とともに、交通の守り本尊としての造立が増えていくが、理墓

nの傍に6基、西霊園pの角にもソウマント近辺から集められた 13基もの馬頭観音が

あり、愛馬を家族同様に惜しみ供養する高津の人々の心をうかがうことができる。

以上のように、高津のムラを通る主要

な古道の出入り口や分岐点には、17世

紀半ばより庚申塔や馬頭観音塔が建てら

れ、特に江戸中期以降は主尊を青面金剛

とし、下に三匹の猿と邪鬼、左右に2羽

の鶏などを配し、大勢の村人が名をつら

ねた石塔が庚申信仰によって造立されて

いる。

一方、馬頭観音は馬の頭を持つ姿で疾

駆して魔物を打ち破り、衆生を救済する

4 高津の「咳神様」
2004年の 1月 2511、 新田のニワの北口にある辻切りを探して旧家をたずねると「咳

神様のところ」と教えられ、行ってみると成田街道に向う細い坂道の大和国新田との境

手前に、家の1′屏にくいこむような 1坪ぐらいのスペースがあり、そこに石塔 (P34No.45)

が 1基祀られてあった。それが「咳神様」hで湯飲みが供えられていたが、石塔に亥IIま

れた銘文は判読しにくく、後日調査をする予定で、その時は辻切りとともに写真撮影だ

けを行った。(写真 6)

その後、「近日中に撤去移転されそうだ」という情報を2月 晦日のオコモリで聞いて

危慎していたところ、 3月 14日の本会の例会で訪ねた時にはもうそのスペースがつぶ

されて、「咳神様」といわれた石塔はなくなっていた。幸いその地所を所有する家人か

ら観音堂の石段の脇に移転したと聞くことができ、調べたところ銘文は「地蔵堂跡」の

刻字が確認され、また裏返してみると地蔵像胴体部分であることが判明した。(写真 7)

この咳神様の伝承について、ここの辻

切りを担当しているヘイシロウ家のツギ

さん (大正 5年生れ)にお聞きすると「逃

げるときに咳をしてつかまったお姫様の

供養の墓で、お茶を供えると咳が止ま

る」とのことであり、またオコモリの婦

人方にお聞きすると「チョウベの家に働

きに来ていた許されぬ仲の男女が、一緒

に逃げようとして咳をして捕まり殺され

た」という伝承も語られ、チョウベ家の

チヨさん (大正 11年生れ)の家でもそ
`写

真6)移転前の咳神様
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のように伝えられているとのことであった。そして咳神様と

して隣にさらにもう一基石塔があり、それは観音寺の墓地に

移転したが.最近、基地が整理されて無縁基石群の中に入れ
られてしまったため、どの石塔かはもう特定できないとのこ

とあった。

石塔石仏を咳神として祭る信仰は、北総に多く見られ、船

橋市の事例(註 1)を綿貫啓一氏が、また印西町の咳神信仰(註

2)については榎本正三氏が紹介している。筆者も会員の協
力で八千代市内と佐倉市ほか近隣の事例を調べたところ、表

2(P49～ 52)のような数多くの咳神の信仰例が採取できた。
これらに共通するのは、そのほとんどの場所がムラのはず C■ 7)地蔵像だつた咳神檬
れや境の場所で、そこで咳をして逃げそこなった人や行き倒れた旅人の霊を供養すると

咳止めの利益があると伝承されていることである。

今回の調査で存在が確かめられた高津の咳神もムラの境に立地しており、また逃げそ

こなった人の供養のためという伝承は、北総一帯のさまざまな咳神信仰と共通するもの

であつた。またこの高津の咳神の石碑は、

地蔵像の ド半分を転用し裏側に「地蔵堂

跡」との刻字した記念碑の形態をとって

いることから、えあった地点にはかつて

小堂に入った地蔵像が奉られ、大和田新

田との境で行き交う人々を見守っていた

と想像される。

また咳神ではないが病を防ぐ神様とし

て、自衛隊演習場の中の高津川西岸に大

六天の祠 1がある。ここは南のニワの南

(写真8)大六天社        端で、シチゼム家の二代位前の当主が疫
病退散のため勧請したという。今も4月 13日の縁日には念仏講の婦人方により「鳴え」

が唱和される。(写真 8)

大六天は第六天とも書き、仏説では欲界の最 Lに位置する天魔で他人の楽しみを自在

に自分の楽しみに変える力を持つたたりの多い神とされているが、関東では千葉県香取

郡山田町山倉大神の「山倉の大六天」が広く知られ、病魔退散を祈願する信仰が盛んだっ

た背景がある。

5 ムラ内の範囲の変遅
ムラ内が時代とともに発展していく過程で、ムラの境も拡大する。今は旧村の真ん中

にある石祠の場所も、かつては家並みの途切れた境であったらしい。

現在、高津団地行きバスの通る道にある「北向道祖神」j(P35No.85)は、「ドウロクジン」

と称して足の病に効くご利益があり、小さな祠ながらムラ全体で人切に守られている。

この場所も、西のニワと中村のニワの境で、かつては大日さま (P35No.81.82)を祀
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る梵天塚 kを経て馬頭塚へ直進する二山への道の入口であった。

また、この道祖神の向かいの道を北へ行くと、新しい住宅の角 1に「妙正大明神」と

「子安大明神」の名号が刻まれた文化年間の石祠が2基 (P35No.77.78)祀 られている。

現在、観音寺は曹洞宗、廃寺となった正福寺 m′よ真言宗であるが、この石祠の名号は

日蓮宗系のもので、「妙正大明神」とは疱清神のことである。中田悌之助氏は先崎鷲神

社の疱清神の事例から、「疱清信仰の立地」を「村境を侵入する悪霊悪疫から守る辻の

霊域に臨んで鎮座している所」(註 3)と記しているが、ここもかつては境谷を渡って
成田街道へ通ずる細い小道の入口であつた。今は「子安様」として、サプロー家からキュ

ウベ家のおばあさまが引き継ぎ、新年の注連縄などをして守っている。

高津には、ゴルフ練習場の右手奥に、中世に築かれた高津館址の土塁や堀が残ってい

る。

ムラのたたずまいを見ると、この上塁手前の部田沿いと土塁奥の郭にあたる部分には

中世から屋敷が並んでいたように思われる。すなわち、辻切り0～観音堂 n(埋墓)～
「妙正大明神」石祠～妙見社 o～道祖神に囲まれた範囲 (P46図のA)が、ムラ内の中
でも最も古くからムラの生活が営まれた核となる集落ではないだろうか。

ここからシンタク (新宅)が、西や新日、石橋の東側へと広がって近世の終わりには
現在の辻切りに囲まれた集落 (P46図の B)、 すなわち明治前期の迅速測図が示すよう

な集落を形成していったと考えられる。(P47図 3参照)

6 ムラ境の祭祀と構造
ムラは辻切りや道祖神などの幾重ものパリアで守られ、ムラ内の安寧を祈願してき

た。ムラ境の外は魁魅組魅が跛雇する異界であり、疫病も災難も道を通じてムラの外か

らやってくると信じられていたからで、特に鬼門 (東北)や裏鬼門 (南西)は厳重な守
りが必要であった。

これら民俗信仰として祀られるムラの境界は、水田などの所有権や行政上の町村の境

とは必ずしも一致しない。高津の事例では、生活道路を機軸に家並の端、そこから少し

外へ行った畑の中の道の分岐点、さらの外側の山林の奥の分かれ道や坂、そして (あま

りはっきりとしていないが)隣村との境など、図 2のような3～ 4重の同心円状の境
界線があり、それは産土神社の氏子居住地を中心とする伝統的な「ムラ内」意識と日常

的な交通路や陰陽道の方位説などに支配される祭祀のラインでもある。

また高津の場合、両墓制による埋葬地 (ラントウバ)pや馬捨て場 (ソウマント)が
居住地の外にあること、また高津比呼神社から聖地の三111(御山)への道はそれらを避
けているなど不浄と聖の区別がはっきりしている。一方、近世に成立した高津新田では、

各屋敷内か屋敷に隣接してイエごとの墓地が営まれており、墓制もムラの成立した時代

の反映とすれば、高津は中世的な意識と習俗を維持してきたといえるであろう。

現代は境界や異界という概念が薄れ、交通の障害となる路傍の祭祀物は片付けられ、

辻切りを存続している旧村も少なくなった。高津も八千代台団地・高津団地や都市計画

道路の建設などでよりいっそう都市化が進んでいて、今回の調査が遅れれば「咳神様」

なども不明になる直前であった。
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最後に今回、本会会員と調査にご協力いただいた高津の方々により、これらの 2004

年現在の路傍祭祀の貴重な記録ができたことを感謝します。

参考資料

註 1「船橋市域の風邪・咳の神様」『房総石造文化財研究会会報』 第 11号 (1982)

註 2「印西町の咳神信仰」『印西町の歴史』第 11号 (1995)

註 3「先崎鷲神社と大江山伝説」『佐倉市史研究第 16号』平成 15年

『明治前期測量 2万分 1 フランス式彩色地図 復刻版』(財)日本地図センター

図2ムラ内とムラ境の構造

御 山

参詣道

川

道 道

辺 田

A小祠 お堂
BcC:辻切り咳神
C(rD庚 申塔 馬頭観音

作成 ,崚由美

畑 新宅

埋 墓

葬馬

C
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表 1 高津の辻切 り (2004年 1月 25日 )

場所
=ワ 辻切りの呪物

d)

と大和田

下口食堂の麟の細い道のチ首ウペ家の

壇根の角

0 南 都田と官ノ前の■
顛ヽ観者

'普

の壌

新田
北日と大和田新田の境
坂の分かれ遭 (=又路.咬神採¨
角の家の電糧

担 当

ヘインロウ家

チョウベ家   高澪比暉神社のお札

お津比畔神社のお:し・ヤツデ・お米瑚 椒の粒を小さ

な紙におひねりにしたもの

以上を小さなポリ袋に入れて.E根の下のほうに.結
びとめている

.高 お内の地名は小字 .

南3ヽ

和 田 と新 山 の境

岩丼自動車工黎の角のフェンス

向かいに属顧観書烙、通縄 ,がある

ハンペ家

オトェム家

縄 (昔 |よ道を横断したが.今 は丸めてある).

高薫比暉神社のお札 (丸めてポリ袋に入れてある).

ヤツデの葉.ヒイライの技 .トウガラン.半紙に包ん

だお米.蛇の日を■いた紙に包んだ線香.ニンニク

の球根.幣東を縄に挟む .

O 中村

Ｃ

Ｃ

Ｃ

門原と大門の境

西海道と大門の境
高燿西●口入り0の 松林

中村
中村と北田の
稟高凛中学の前の畑の埋根のホール

西

　

西 西 海 道 と西 と小 谷 の 場

高撻団地入,日の十宇路の螢燿

マゴイム家

カゼム家

ジゼム家

縄.高津比嗜神社のお札.ヤツデの葉.ヒイライの

技.ト ウガラン.半紙に包んだお米.蛇の目を,いた
紙に包んだ線香.ニンニクの球根 .

マゴイム家

2004年調 ,｀ ‐嵌|1芙

〓

〓

〓

■

■

●
１

■

■

■

■

■

■

●
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1,」「 山r,, |||‖ いわオ‐ 伝Ⅲ え献

『凰5の
"機
」という

"01年
はツジギリをしていた(■をは

不明)

『よなもと今昔』13, 1998年

「米本藩城の際.隠れていたが咳をし

て敵に見つかり.■された者兵の墓

石よと1ヽ う

r人千代市の歴史』昭和54年

『′ヽ千代市の歴史 資料輌 民俗』

i

道■と喜地のある

=又
略

シ ヤ ブ キ

スアサン

石絆 f崚漱

“

之喜」「昭和 10

年改葬」の銘

しろぬ し

きま

ン ャブ キ

神操

武蔵式板碑

魔永三年 (1341)銘

竹筒が供た
',れ
ている

米本城跡この九士

塁上

`

′、子
`ヽ

(li清;′
=

大:,田 新田との境

の娠の分岐のツジ

ギ ,の場所にあつ

たが.2(Ю l年 3月

に■
=せ
的に移転

咳 ||1籠

●碑『地豪堂跡」の剣字あり.

裏面は地籠像用体部分だoた

もう一基石塔があり凛 音寺の

菫地にかつて移転 したが.最

近.無縁菫石αの中に整理され

て特定できない

「お饉饉が逃げて崚をしてつかまっ

たり (ヘイシロウ家のおばあさん)

「チ」ウベエの家に■ きに来ていた

"さ
れぬ仲の男女が.一けに迷げよう

として味をして捕まり崚された」 (チ

ョウベイ家のおばあさん〉

2(X4年 1月 筆者が聞き取り

:

′ヽ 千代市村上元

は. 下市場との境

にあつたが.区画

菫理により 16=

線雨

"ジ
ョイフル

ホング駐車場向か

いの魯地に移転

け ん け さ

ま

墓石 「法印●大僣都憲海不生

位」『享保三年二月十七日」の

銘

咬の出た人は,筒 にお来を入れ
`o参

りすると咳がなおる

お,t,り に新しい竹籠を 1本お供えす

る

八千代市文化伝承館長のご教示によ

る

,

′ヽ千代市米本

米本下宿束の*本

工菫路から菫地^
通じる道へ入る

す わ り地

薇

1∞。ぃの地薔坐像 青中に『女
房衆念仏諄同行 23人寛文 1

3年・ 」 の銘

子青地晨としては仰され.咬がひどい

ときは.お末を供えるとすぐ治るとい

われている

●福寺境内の地蔵とけんかして.背中

を切られて負けたため.■在のところ

に座らせられていると
=う

『史螢八千代j第 21,
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八千代市た山

元は仁山のグー ト

ボール場近 くの

原.馬頭観音のそ

|ま

乞食の墓

墓石

人千代市伝承館長のご教示に

よれば.平戸のあさひ壼国に移

されたが.無縁塚に整理され .

他の墓石と区別できない

行き倒れの乞食を葬うた基で.竹で作

つた小さな桶に洒をいれ.供ぇると咳

止めに効いたが.凛 されてしまったと

いう

『人千

`ヽ

市の歴史 資料椰 民俗』

ヽ

佐倉市先綺

鷲神社の向かい

もと正党■があっ

た場所で先崎城址

に隣接

ニエツ、様

「俗名佐五人」銘の墓石

表面が削られている

「じんべいさん宅」の先社が祭ったと

されている

tt市小竹

小竹城址の近く出

羽三山塚の右構

風邪の■

様
大日,1来 ●像

佐倉市青苦

青菅小学校奥の基

地内

しゃびき

婆さん

観音像石仏

高さ llc m『 天明三年」の銘

『志津の史跡と名所』官武■吉

咳を治す功徳のある仏として景めら

れてきた

尼の堂守 りだとい うがなぜ観世音 と

して祀られたかは不例

10

佐を市下芯津

上峠城址に隣接し

た畑の中

ちゃぶ く

ばあさん

呟神様

|`|

竹綺をつるす

今でも子どもの風邪に効くらしい

盆と春れにはお来 と黄1,と お米をあ

げる

ll

佐倉市 L座

臼丼域大手近くの

手繰輌の西側 上座

公園入リロ

天野会員のご教示による
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佐合市日丼田

白井城跡から東南

‐ヽ500m
おたつ様12

13

右の延享 4● (1747)造 立
の石祠

祠の中の墓石

「
即夢休心信士/即 ,1妙心信

女」の銘

臼丼域主であつた臼井祐胤の死後.後

見人の叔父.志津胤氏によって

"若
丸

の殺害が企てられた時.乳母阿多沐が

竹若丸を助けて鎌合に逃がしたが.阿

多津は胤氏の配下の者に追われ.印庭

沼ほとりの菫原に一時はれ.咳をした

ために捕らわれて殺害された.

村人はこれを哀れみ.祠を建立し.阿

多津を記ったという.

‖P『佐な市の文化財」

姫が男を好きになつたが身分違いか

ら許されす.男 を連れて東国に逃れ .

この地で咬をして見つか り追っ手に

殺された.村人が衰れに思い.風邪の

神様として祀うた.風邪をひくとお末

とむぎこかしを持ってお参りした.

『佐會市史研究』第 2号昭和 59年

t倉市土浮

[章ぶぇの丘」前

の「市民の森」内

の佐倉と上浮を結

ぶ 1日道

,そ tガ リ」ヽ

さんの基

お わ ば さ

ま

蔦石

蔦 石

瞑 切 りさ

ま

栞切り事さんは.他人の乗を切 り取

り.漕んでいる時.咳をして捕らぇら

れ.お咎めをこうむった.その基に咳

の平癒を折るとよく治うた.お礼に竹

筒に茶を注ぎ供ぇたという

音酒に酔った武士が切腟したお墓

『いちかわ民俗誌』 萩原法子

佐倉市大蛇町

大蛇町の全農7畜

缶生研究所敷地内

もとの所在は転々

としていた

市川市国分

□分■■の坂の途

中

ll

IF

こん こん

の んの ん

さま

市川市下員塚の大

野との境.書は山

だった.

11 祠に入った菫石

咳に苦しんでのたれ死んだ老人が.祀

るような知らせをした

'い

ちがわ民俗誌』 萩原法子

17

千葉市若薬区大井

戸町

大宮神社北の来畑

の中

1老 .・睾
中世工輪塔の空凰輪と武蔵式

板碑の残久

大丼戸館址にいた姥の喜で咳の神様 .

風邪の神さま.足の神きまと云われ .

具合の悪くなった人に信仰されてい

る.治ったら.甘酒をあげる.
IP,千葉市の遺跡を歩く会
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子泰市幕彊
「「
生の

山 『大日堂」があ

つた場所

かせ ひ き

地晨
|  ‐ |  ヽ

「風邪をひいたときお折りすると.風

邪が治る」とのこと

P:千葉市の■膵を歩く会

■●では.相州共口山中の濶穴内に風

外和間が対んだ父母像で.小口原
=主

稲葉正則公が自邸に祀り.弘洒■に寄

贈した.「凰外」の字から風餘けのご

利益がは仰された (住薇談)

輌田回男『 日本の伝測 昭和4年

|,

■田区向島 5-3
-2

弘福寺疵内

'会
の爺 婆

専
| ●  |.,

新 宿 区 新 宿

2-15-20

正受院境内

子育て 者

婆尊 “

太婆尊木造 (侵高 70●m)片

暉中よに綸を校つている

曖止めに彙験があるとして.幕末の嘉

永 _■年(1849)頃 はやり.江戸中から参

議人をあつめ.1嘔給の題材にもなった
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